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-課制度の存続
2024年度に引き続き、今年度も課制度の継続が決定しました。�
変わらず「模型課」「企画実行課」「写真課」「デジタル課」の4つです。�
昨年度と変わり、兼課が認められます。いくつでも可能なので、課長に相談してください。�
活動内容は清風鉄研ホームページにあります、「第一こだま第95号」を参照してください。�
以下に課長をまとめますので参考にしてください。�

✴︎模型課:高2六ヶ年 I組 今泉課長　　　 ✴︎企画実行課　:高2六ヶ年 E組 仲谷課長�
✴︎写真課:高2六ヶ年 K組 松本課長　　　✴︎デジタル課　:高2六ヶ年 B組 滝本課長

-2025年度の部会
　活動について�
昨年度と活動の仕組みはほぼ変わりませんが、生徒のみで課活動を行うことが禁止となりました。�
それに伴い、活動日の固定化・早めの活動日程の告知がされます。�
　休む際は�
部会を休む際は佐藤先生に直接連絡を入れてください。もし連絡を入れなかった場合、無断欠席扱い
となりますのでご注意ください。�
　退部の際は�
直接、北館職員室の佐藤俊史先生を尋ねて、退部の旨をお伝えください。�
しかし、一度退部をしてしまうと再入部することはできないので、ご注意ください。

Ⅳ.定期アンケートの実施
私のGmailを24時間365日開放し、意見の受付を実施します。 
しかし、直接であると言いにくいと思うので、毎学期末に「匿名回
答アンケート」を実施します。 
これら仕組みも、第一回アンケートを基に制作しました。

昨年度は模型課、企画実行課、写真課、デジタル課の4つの課に分
けて精力的に活動ができました。良い面がたくさんあったものの、
課題も散見されました。 
その中でも声の数が多かった「他の課で何をやっているのかが分か
らない」という今年度の反省を生かして、この冊子を作りました。

この「くろすしーと」では、平日部会で決定・発表した内容や、課
での活動を部会を休んだ部員、他の課に所属している部員をはじ
め、外部の方々に広く知って頂こうと考えています。 
そのため今までの鉄研通信でお伝えしていた大きなイベント(文化
祭、貸切列車、巡検etc…)ではない、鉄研の日常のような場面をお
伝えしていきます。

【初めまして「　　　　　　　」です】

ト　シ

-いつもの鉄研通信と何が違うの？

-「　　　　　　　」のしくみ

名前を「くろすしーと」にした理由は二つあります。 

・一つ目は「くろすしーと」を英語にすると「Cross Seat」です
が、発音を基に字をもじって「情報が交わる:Cross」と「紙:Sheet」
を合わせた「情報が交わる紙」という意味。 
・二つ目は、車内のクロスシートのように「何人もの人が向き合って
本音で話しやすい環境を作る」という意味です。

-「　　　　　　　」の名前の意味

①写真課の生徒が部会の様子を撮影します。 
②その写真を使って、私が文章を執筆して提出します。

Ⅰ.平日部会

Ⅱ.課活動
①活動を行う課の代表生徒が活動状況をスプレッドシートに打ち込
み、写真を添付して鉄道研究部共有ドライブ内の「くろすしーと提
出」フォルダーに納入してください。 
(※提出時はファイル名を活動日付と課名に変更しておいてください) 
②その写真と文章を参考に、私がまとめあげます。

Ⅲ.投稿頻度
原則、月に一回刊行を想定しています。 
書く内容が10ページを超えると、「○月2号」と題して新たに発行 
しようと思います。

【2025年度の清風鉄研】

Ⅴ.世代交代問題
何年も同じ人間が管理していては、急に任せられた際に、スムーズ
に世代交代することができません。 
そのため、私が管理するのは今年度のみとします。 
そして、早めに発刊実践をする組織として「くろすしーと隊」の創
隊をします。すでに6人の方から入隊希望をいただいております。
中3隊員は、今年末に実践練習として執筆してもらおうと思ってい
るので、乞うご期待ください！



【  創刊のことば  】
皆様、お久しぶりです。�
「くろすしーと」創刊者兼2025年度くろすしーと管理人の土井です。�
一般公開用雑誌の発行は「タヌキ重連を終え！」ぶりですね(笑)�
さて、2025年度が始まり早2ヶ月が経ちました。こちらの報告誌は、昨年度の
高校受験前最後の部会での意見が元になりました。�
では、なぜ提案まで2ヶ月以上も用したのでしょうか？理由は年度末最後の部会
が、中3だけ学年末試験により欠席、春休み、新入生歓迎会などの予定により、
延期をしたからです。�
その間にも少しずつアップデートを重ね、今現在の鉄研にフィットする構成に随
時変更しています。�
初めに『2025年度「くろすしーと」管理人』と書いた理由は、私が執筆を担当
するのが今年度のみだからです。来年度の運営を後輩に渡すことで、刷新や継承
問題の解決につながると考えました。しかし！来年度の運営を後輩に渡すことも
確定ではありません。�

　　　　この部誌は　「今現在の鉄研に、貢献できているのか？」�

この言葉をアンケートなどで随時問いかけて、意味が無かったと判断された場
合、即廃刊の決断しようと考えています。�

現高2・3年生の諸先輩方がとても精力的に鉄研をリードして下さったおかげ
で、私たちは目立つような活動を殆どすることがありませんでした。�
・そのため企画・実行をすることが初。�
・外部の方だけでなく、部員たちにも伝える「ハイブリッドタイプ」の部誌を発
行することは鉄研史上初。�
・平活動のみにフォーカスを当てた部誌を発行するのも史上初etc､､､�
など数多くの初挑戦の下、創刊するので部員の皆様には数多くのご迷惑をおかけ
すると思いますが、何卒よろしくお願い致します。�
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※中学1年生及び3ヶ年の高校1年生は、仮入部のため映っていません。�
※4/25の部会に参加した生徒で且つ、各生徒の保護者に許可を得た�
　生徒のみが映っています。全部員が映っているわけではありません。


